
安全・適正就業推進基本目標 

（１） 重篤事故ゼロを最重点目標とするとともに、不注意による事故の減少に努める。 

（２） 安全就業基準を遵守し、特に機械除草による飛び石事故の減少に努める。 

（３） 就業途上における自転車やバイクでの交通事故防止に努める。 

（４） 適正就業については、適正就業の徹底（８項目）を遵守し、雇用労働と解される 

ような就業や偽装請負とみなされる恐れのある契約は一切行わないように努める。 

 

                          ※ 安全・適正就業推進基本計画より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        交通事故死者の 

        が ‼ 
       (大阪府警察本部の平成２９年中の大阪府内における数値) 

 

◆ 高齢者の交通死亡事故の 約８割（53人）が、歩行中・自転車乗用中！ 

 

◆ そのうち事故当時、交通違反をしていた高齢者は 約７割（39人） 

           

   違反の内容  横断禁止場所の横断、信号無視 
                  

◆ 自転車関連の交通事故で、一番多い損傷部位は 頭部！  

をかぶりましょう！！ 

 
★自転車利用者は、「保険加入」と「ヘルメット着用」の徹底を！★ 
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安全・適正就業推進基本計画 

１．基本方針 

  会員が健康で安全に就業できるよう、健康管理の徹底と安全意識の向上を 

目指すとともに適正就業についても重点課題として位置づけ、安全・適正就業を推進する。 

２．基本目標 

（１） 重篤事故ゼロを最重点目標とするとともに、不注意による事故の減少に努める。 

（２） 安全就業基準を遵守し、特に機械除草による飛び石事故の減少に努める。 

（３） 就業途上における自転車やバイクでの交通事故防止に努める。 

（４） 適正就業については、「適正就業ガイドライン」に沿って適正就業の徹底（８項目）を 

遵守し、雇用労働と解されるような就業や偽装請負とみなされるような契約は一切行 

わないように努める。            ※ 安全・適正就業推進基本計画より抜粋 

 

   

 

 



前号（第６９号）に記載後、新たに発生した会員事故 

 

令和元年度はまだ半年を残していますが、年間平均事故件数の 

１３件を超え、もうすでに１６件もの事故が起きています。この夏は猛

暑にもかかわらず、熱中症は一人も出なくてよかっ

たのですが、虫刺されが特に多く、７件もありまし

た。 その他、飛石による破損事故が２件と、注意

していれば防げるものが数件ありました。また、自転車と車が衝突して意識不明とな

る大きな事故がありました。より一層の注意を心掛けましょう。 

 

 

 

 

【平成 31年度・令和元年度 月別会員事故発生件数】 

月 別 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 合計 

傷害事故 ３ １ ２ ６ ０ ０ １２( 6) 

賠償事故 ０ １ １ １ ０ １ ４( 7) 

合 計 ３(0) ２(0) ３(5) ７(4) ０(4) １(0) １６(13) 

                         （ ）内は前年度 9月 13日現在 

   

 

 

 

事故発生日 種類 性別 年齢 事 故 の 状 況 

01.6.11 傷害 男 ６８ 除草中、植木の中にいた毛虫に全身を刺された。 

01.7.20 傷害 男 ６９ 摂津峡近くのバーベキューガーデンの炊事場で洗浄作業中、ブトに 

左右の腕を数十ヶ所刺された。 

01.7.27 傷害 男 ６８ 鉄カゴとカートラ等を移動中にリフトストッパーにつまづき転倒。 

右ひざの皿にひびが入った。 

01.7.29 傷害 男 ６９ 摂津峡付近のバーベキューガーデンで作業中に、手足や体を虫に刺さ

れた。 

01.7.30 傷害 女 ７４ 自転車で帰宅途中、信号のない交差点で出合い頭に車と衝突。その際

に頭部を強打し、意識不明で病院に搬送された。（入院９日） 

01.9.4 賠償 男 ８０ 草刈機で空き地を除草中、飛石により隣家の窓ガラスに傷をつけた。 

守ろうルール 減らそう自転車 事故！！ 

 

 

 


